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運
転
シ
ス
テ
ム
や
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
等
の
利
便
性
の
効
用
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
地
域
の
交
通
流
改

善
、
貨
物
輸
送
の
効
率
化
、
公
共
交
通
機
関
や
鉄
道
輸

送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
手
段
と
も
な
る
。
と
り
わ

け
、
個
々
の
自
動
車
の
位
置
や
運
転
状
況
を
送
信
す
る

プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
技
術
や
そ
れ
ら
の
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
で

集
約
す
る
方
法
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
解
析
す
る
先
進
的
な
手
法
の
開
発
と
普
及
が
望
ま
れ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
低
炭
素
化
に
向
け
た
地
域
や
国

全
体
の
有
効
な
交
通
環
境
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
さ
ら
に
は
将
来
の
低
炭
素
化
の
予
測
に
も
き

わ
め
て
有
用
と
予
想
さ
れ
、
官
民
挙
げ
て
総
合
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
有

効
な
対
策
で
あ
る
。
特
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
を
中
心
に
、
一
〇
％
前
後
の
省
エ
ネ
効
果
に

加
え
て
交
通
事
故
を
大
幅
に
低
減
す
る
効
果
が
広
く
認

識
さ
れ
、
普
及
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
、
ま
だ

実
施
率
の
低
い
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
は
、
普
及

活
動
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
動
車
に

過
度
に
依
存
し
た
商
慣
行
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
も
不
可
欠
な
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

自
動
車
に
お
け
る
新
燃
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
面

街
づ
く
り
と
自
動
車
対
策

動
車
に
関
わ
る
低
炭
素
化
を
実
現
す
べ
く
以
下
の
三
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
展
望
し
て
み
た
い
。

①
従
来
車
（
ガ
ソ
リ
ン
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
等
）
の
一

層
の
技
術
改
善

②
従
来
車
を
超
え
る
環
境
特
性
を
持
つ
次
世
代
自
動
車

や
新
燃
料
の
利
用
技
術
の
開
発
と
普
及

③
物
資
の
輸
送
、
業
務
上
の
移
動
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
移

動
に
関
わ
る
自
動
車
利
用
の
改
善

　

①
に
つ
い
て
は
、
燃
費
基
準
の
強
化
が
行
わ
れ
、
年

率
の
平
均
で
約
四
％
の
燃
費
改
善
が
進
展
し
て
お
り
、

二
〇
二
〇
年
度
の
燃
費
基
準
で
は
平
均
値
が
二
〇
・
三

自
動
車
の
利
用
に
関
わ
る
対
策

で
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
も
関
連
し
て
い
る
と

と
も
に
、
そ
の
供
給
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
の
普
及
が
、
地
域
づ
く
り
の
対
策
と
の
関
係
も

深
い
た
め
、
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
住
宅
や
ビ
ル
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
お
け
る
太
陽

光
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
て
電
力
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
等
）
に
お
い
て
も
、
Ｅ
Ｖ
や

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
の
バ
ッ
テ
リ
の
蓄
電
機
能
を
電
力
需
給
の
平

準
化
や
非
常
用
に
役
立
て
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
近
年
、
集
約
型
・
低
炭
素
型
都
市
構
造
の
実

現
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
）
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
の
効
率
化
、
そ
れ
に
伴
う
都
市
管
理
コ
ス
ト
の

削
減
、
防
災
性
能
の
向
上
、
交
通
困
難
者
の
支
援
、
無

秩
序
な
郊
外
開
発
の
抑
制
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な

ど
の
相
乗
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
超
小
型
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
普
及
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
地
域
内
で
の

近
距
離
移
動
に
利
用
す
る
二
人
乗
り
の
簡
易
型
Ｅ
Ｖ
を

利
用
す
る
も
の
で
、
国
交
省
が
低
速
走
行
を
前
提
に
し

た
安
全
基
準
を
設
定
し
、
本
年
初
頭
か
ら
地
域
で
の
利

用
申
請
の
受
付
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
農
業
や
水
産
業
、
林
業
等
に
携
わ
る
地

域
や
高
齢
化
し
た
地
域
で
は
、
交
通
環
境
が
離
散
的
に

な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
に
応
じ
た
個
人
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｌ
／
㎞
に
達
す
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、

国
際
市
場
で
の
戦
略
も
含
め
て
当
面
の
最
も
重
要
な
開

発
課
題
と
い
え
る
。
ま
た
中
長
期
的
に
は
、
②
の
取
組

み
へ
と
重
点
を
移
し
、
プ
ラ
グ
イ
ン
型
を
含
む
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
、
Ｈ
Ｖ
）、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）、

燃
料
電
池
車
等
の
普
及
や
、
原
子
力
発
電
の
低
下
を
克

服
す
べ
く
、
新
燃
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
電
気
、
バ

イ
オ
燃
料
、
水
素
、
天
然
ガ
ス
等
の
利
用
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
単
体
対
策
と
並
ん
で
、
③
の
推

進
が
強
く
望
ま
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
最
近
一
段
と
高

度
化
し
つ
つ
あ
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
）
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
各
種
の
安
全

　

運
輸
部
門
で
の
主
要
な
低
炭
素
化
対
策
と
し
て
、
わ

が
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
単
体
技
術
の
一
層
の
進
展

と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年

か
ら
二
〇
三
〇
年
に
は
現
状
か
ら
三
〇
〜
四
〇
％
程
度

の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
自
動
車
利

用
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
活
用
や
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
の
推
進
に
よ
っ
て
、

同
期
間
に
一
〇
〜
二
〇
％
の
削
減
が
予
測
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
二
〇
五
〇
年
に

は
、
先
進
国
全
体
の
目
標
で
あ
る
八
〇
％
削
減
を
少
な

く
と
も
運
輸
部
門
で
達
成
し
得
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
低
炭
素
化
の
実
現
に
は
、
税
制
優
遇
や
研

究
開
発
に
関
わ
る
国
の
積
極
的
な
支
援
が
不
可
欠
で
あ

り
、
低
炭
素
化
効
果
に
つ
い
て
も
適
切
に
予
測
し
評
価

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
都
市
づ
く
り
と

関
連
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
な
コ
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
も
織
り
込
む
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
が
著
し

い
新
興
国
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
先
進
的
な
技
術
や
そ

の
普
及
策
を
適
切
に
提
供
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
国
内
削
減
量
を
は
る
か
に
上
回
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
取
組
み
が
国
際
的
に
正
当
に
評

価
さ
れ
る
仕
組
み
を
戦
略
的
に
構
築
し
、
国
際
貢
献
に

繋
げ
る
こ
と
が
大
い
に
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　

自
動
車
は
人
の
移
動
と
物
資
輸
送
の
両
面
で
生
活
に

は
不
可
欠
な
交
通
手
段
で
あ
り
、
自
動
車
に
関
連
す
る

産
業
は
大
き
な
規
模
を
形
成
し
て
国
の
産
業
・
経
済
を

支
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
都
市
の
大
気
汚
染
物
や
地

球
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
、
そ
の
対

策
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
わ
が
国
で

は
、
自
動
車
は
石
油
製
品
の
約
四
割
を
消
費
し
、
運
輸

部
門
に
お
け
る
温
暖
化
効
果
ガ
ス
は
国
の
全
排
出
量
の

二
〇
％
、
自
動
車
は
そ
の
九
割
近
く
を
占
め
て
お
り
、

自
動
車
対
策
が
運
輸
部
門
に
お
け
る
最
も
中
心
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
後
の
中
長
期
的
な
自

は
じ
め
に

わ
が
国
に
お
け
る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

低
炭
素
化
に
関
す
る
将
来
展
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